
消化器内科

⚫ 高度処置・抗がん剤治療件
数の増加で診療報酬額1位

(同規模17国立大学中)

⚫ 拡充した新内視鏡室により
効率的に多数の検査

⚫ 分子標的治療など先進的薬
物治療の件数が特に肝癌・
胆膵癌で大幅に増加

1. 高度処置と先進的抗癌剤件数増加

新設
X線検査室
面談室

3.先進的肝癌局所治療：マイクロ波焼灼術
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肝癌局所治療件数年次推移

広範囲焼灼可能な
マイクロ波が増加

ラジオ波

マイクロ波

2. 消化管癌への低侵襲内視鏡治療

LED照明下の
ESD

(長時間処置での眼精
疲労を軽減)

10年で4倍

10年で3倍

ESD (endoscopic submucosal dissection, 内視鏡的粘膜下層剥離術)

食道ESD

胆膵内視鏡件数増加

4. 先進技術を集約して膵癌予後改善
診療報酬額 (同規模17国立大学中1位)

拡充した新内視鏡室 (従来の3倍の広さ)

⚫ 低侵襲な内視鏡で食道・胃・大腸癌を治療する
ESD件数が、技術の進歩に伴い大幅に増加

⚫ 咽頭癌の耳鼻科との合同手術、十二指腸癌の消化
器外科との合同手術も積極的に実施

山梨大学病院：
膵癌734症例/18年

５年生存率：12%から31%へ

早期診断・外科手術症例増加

ドレナージ技術の進歩
閉塞性黄疸による抗癌剤治療からの脱落を回避

胆管ステント留置症例は
10年間で３倍に増加

⚫ 先進的胆膵内視鏡の充
実により膵癌早期診断
症例や外科手術症例の
増加

⚫ 胆道ドレナージ技術の
進歩により抗癌剤治療
からの逸脱回避

⚫ 上記先進技術の集約に
より膵癌の予後は経時
的に改善


